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(57)【要約】
【課題】本発明は、電子デバイスの編集フィールドにさ
らに入力できる文字量の表示に関する。本発明の主な目
的は、電子デバイスの編集フィールドにデータを入力す
るための残りの容量についての新しく改良された表示を
提供することである。
【解決手段】本発明は、編集フィールドにデータを入力
するために使用可能な容量をグラフィカルに視覚化する
ことにより、電子デバイスの編集フィールドに入力でき
るデータ量、特に文字量を示すことを提案する。一例で
は、グラフィック要素は、使用可能な容量に基づいて、
サイズ、形状、カラーなどを変更するカーソルである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子デバイスの編集フィールドにおいて一度に処理できる予め定められた最大の数のデ
ータから、既に入力されたデータを除いた残りのデータの量である残りの容量を示すため
のコンピュータにより実行される方法であって、
　該残りの容量を決定するステップと、
　該残りの容量を文字を使用しないで複数の色に基づいて視覚的に表わすためにグラフィ
ック要素を提供するステップと、を含む方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、
　該グラフィック要素の少なくとも一部分の色を該残りの容量に関数従属して変更するス
テップを、さらに含む方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法において、
　該色が黒および白である方法。
【請求項４】
　請求項２に記載の方法において、
　該グラフィック要素がいくつかの副部分に細分化され、その各々が該予め定められた最
大の数の予め定められたデータ量を表わし、該副部分の各々の色が該予め定められたデー
タ量に対して関数従属して変更される方法。
【請求項５】
　請求項２に記載の方法において、
　該グラフィック要素が該電子デバイス用のテキスト・カーソルとして使用される方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法において、
　該データがテキスト文字であり、および該グラフィック要素が、予め定められた最大の
数のテキスト文字を同時に処理するための該残りの容量を視覚的に表わすものである方法
。
【請求項７】
　請求項２に記載の方法において、
　該複数の色の少なくとも１つが、アプリケーションに特化されている方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法において、
　該複数の色の少なくとも１つが、ユーザにより選択されるものである方法。
【請求項９】
　編集フィールドを有する電子デバイスであって、
　データを該編集フィールドに入力するための手段と、
　該編集フィールドに入力された予め定められた最大の数のデータを一度に処理するため
の手段と、
　該編集フィールドと関連づけられ、該予め定められた最大の数のデータから、既に入力
されたデータを除いた残りのデータの容量を文字を使用しないで色の変化を介して視覚的
に表わすためのグラフィック要素と、を備える電子デバイス。
【請求項１０】
　請求項９に記載の電子デバイスにおいて、
　該グラフィック要素が、該電子デバイス用のテキスト・カーソルとして使用され、およ
び該電子デバイスが移動電話である電子デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子デバイスの編集フィールドにさらに入力できる文字量をビジュアルに示
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すための方法およびインプリメンテーション・ソフトウェア製品と、このような機能を有
する電子デバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　本出願は、ドイツ特許出願第１０２　３２　９０７．９号（２００２年７月１９日出願
）を基礎とする優先権を主張するものである。
　通常、たとえば移動電話の英数字フィールドなどの、電子デバイスの編集フィールドに
データを入力する場合、しばしば、編集フィールドが満杯になるまで何文字残っているか
、および／または後続の共通の処理ステップにおいて一度に処理できる入力文字量に到達
したことについてユーザに対する表示がない。
【０００３】
　唯一の周知の解決策は、既にタイプした文字数または残りの文字数を表示するなどの数
値表示に基づく。しかし、このような数値表示に関する主な問題の１つが、電子デバイス
のユーザがテキストを書き込んでいる時、特に長いテキストを書き込んでいる時に通常「
文字」について考えることがないので、ユーザが、通常これらの表示を使用することが困
難であることである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】ドイツ特許出願第１０２　３２　９０７．９号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、本発明の主な目的は、電子デバイスの編集フィールドにデータを入力する
ための残りの容量についての新しく改良された表示を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　したがって、本発明は、編集フィールドの使用可能な容量をグラフィカルに視覚化する
ことにより、共通の後続の処理のための定義済みの入力データ量を斟酌して、電子デバイ
スの編集フィールドに入力できるデータ量特に文字量を示すための方法を提案する。
【０００７】
　したがって、編集フィールドと、データ、好ましくは文字を編集フィールドに入力する
ための手段と、定義済みの最大入力データ数を一度に処理するための手段とを備え、編集
フィールドにデータを入力するのに使用可能な容量をグラフィカルに視覚化するための編
集フィールドに関連付けられたグラフィカル要素を有する電子デバイスを特に使用するこ
とにより、かつ／または特に上述したデバイス内で実施される、本発明による方法を実施
するように適応されたインプリメンテーション・ソフトウェア製品を使用することにより
、ユーザが、このような種類の表示情報から、自分の書きたい内容を表現するためにどれ
だけの空スペースがまだ使用可能であるかを評価できるので、テキストを書く場合にはる
かに大きなサポートが得られることとなる。
【０００８】
　好ましくは、グラフィカル表示は、使用可能なスペースまたは容量に対して関数従属し
て変更可能な見た目を有する編集フィールドに関連付けられたグラフィカル要素によって
達成される。
【０００９】
　実際には、グラフィカル要素を２つの区域に分割することを特に提案する。ここで、２
つの区域のそれぞれのパーセンテージは、使用される容量またはまだ残っている容量に対
して関数従属して変更される。
【００１０】
　追加としてまたは代替形態として、グラフィカル要素はいくつかの副部分に分割でき、
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そのそれぞれが定義済みの容量を表し、その結果、既に使用された全容量に対して、これ
らの副部分の１つがビジュアルに表示されたり、満杯になったり、または削除される。
【００１１】
　非常に好ましい実施形態によれば、ユーザの注意は、テキストを書いている間は通常既
にテキスト・カーソルに集中しているので、さらに入力できる残りの文字数に比例してテ
キスト・カーソルの見た目を変更することをさらに提案する。
【００１２】
　本発明は好ましくは移動電話を想定しているが、本発明は、ユーザが、テキスト特に長
いテキストを入力する、ピクチャを塗る、かつ／また他のデータを入力するよう促される
ような任意の電子デバイスにおいても同様に使用できる。
【００１３】
　本発明はさらに、本発明によるアプローチを実施するか、または少なくともサポートす
るよう設計されたインプリメンテーション・ソフトウェア製品を提案する。
　以下に、好ましい実施形態を例示し、添付図面を参照しながら、本発明について記述す
る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１ａ）は残りの文字量を比例して示すためのグラフィカル要素の見た目の変更
についての本発明の第１の例を概略的に示す図であり、図１ｂ）は残りの文字量を比例し
て示すためのグラフィカル要素の見た目の変更についての本発明の第２の例を概略的に示
す図である。
【図２】図１ａ）による本発明のグラフィカル要素をテキスト・カーソルとして組み込ん
だ電子デバイスの好ましい実施形態としての移動電話を概略的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　まず第１に図２を参照すると、移動電話が、本発明による電子デバイスのための好まし
い実施形態として概略的に表されている。しかし、電子デバイスは、実質的に、テキスト
・メッセージを書くための文字などのデータをビジュアルに入力するための編集フィール
ドを有する任意の電子デバイスであり得ることを付け加えておく。したがって、本発明の
ためのさらに好ましい適用形態が、パーソナル・コンピュータやノート・ブック型やＰＤ
Ａ（携帯情報端末）などの電子デバイスである。
【００１６】
　実際には、図２による移動電話が、ＧＳＭ標準（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ
　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）またはＵＭＴＳ標準（ユニバーサル移動
電話システム）上を動作するよう適応され、かつ好ましくはＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　
Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ）をサポートするよう適応されていること
を提案する。
【００１７】
　より詳細に図２に表した移動電話で文字を入力することについて、移動電話は、入力文
字を入力し編集し視覚化するための編集フィールド１１を有する。文字は、キーボード１
２の各キーを押すことによって入力される。しかし、電子デバイス内で実施される音声制
御に接続されたマイクロホン１３を使用することにより、または文字を編集フィールドに
入力するためのタッチ・スクリーン・モニタを使用することにより文字を入力することも
、本発明に含まれる。
【００１８】
　異なる移動電話間のテキスト・メッセージの交換がますます普及してきているので、入
力文字は、所謂ＳＭＳ（ショート・メッセージ・サービス）を提供するためのテキスト・
メッセージの一部であり得る。特に若者が、仲間のグループと通信するためにＧＳＭベー
スのＳＭＳサービスを非常に頻繁に使用している。
【００１９】
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　ＳＭＳメッセージを送信するためには、まず第１に、移動電話内で実施される各メニュ
ー項目を、それに応じて選択キー１４の少なくとも１つを手動で押すことによって選択し
、その後、キーパッド１２の各キーを押すことによりテキスト・メッセージを入力する。
ＳＭＳメッセージが完了すると、指定受信者の電話番号を、メニュー選択キー１４を使用
して対応する電話番号を選択することにより、またはキーパッド１２の各キーを順に押す
ことにより電話番号を入力することによって入力する。最後に、キー１４を用いて対応す
る選択に基づくショート・メッセージ・サービスを使用して、テキスト・メッセージを送
信する。
【００２０】
　しかし、特にこのようなＳＭＳメッセージについては、一度に送信できる文字数が、た
とえばＧＳＭに基づく１６０文字などに制限される。
【００２１】
　したがって、特にユーザが長いメッセージを書くことを望んだ場合は、共通の後続の処
理のために入力できる残りの文字量をグラフィカルに示す本発明を用いると、ユーザは、
文字を編集フィールド１１内に入力するための容量を最適な形で使用するようにサポート
される。
【００２２】
　さらに、編集フィールド１１は、通常全くの黒い四角形として表されるテキスト・カー
ソル１５を有する。しかし、ユーザの注意は、テキストを書いている間は何度もテキスト
・カーソル１５に集中するので、編集フィールド内のまだ使用可能なスペースのビジュア
ル表示がカーソル１５内に組み込まれていることが好ましい。
【００２３】
　したがって、図２に表した好ましい実施形態では、テキスト・カーソル１５は、その後
一度に処理できる文字などのデータをさらに入力するための残りのスペースまたは容量さ
えもグラフィカルに示すために使用される。
【００２４】
　テキスト・カーソル１５の変更可能な見た目と使用可能な容量の間の論理接続または関
数従属性は、実際には、移動電話に統合されたプロセッサ・ユニットを使用して実施され
る。たとえば、テキスト・カーソル１５は、黒と白の区域などの少なくとも２つの区域に
細分され、これらの２つの区域のそれぞれのパーセンテージは、使用された容量またはま
だ残っている容量に対して関数従属して変更される。したがって、それぞれの入力された
文字については、特定量のテキスト・カーソル１５は、全容量が使用可能である時にテキ
スト・カーソル１５が白である場合は黒に塗りつぶされ、または全容量が使用可能である
時にテキスト・カーソル１５が黒である場合は白に塗りつぶされる。
【００２５】
　したがって、図２では、以下により詳細に説明するように、テキスト・カーソル１５は
、使用可能な編集フィールド１１の約半分が使用されていることを示している。
【００２６】
　図１ａ）およびｂ）は、さらなる共通の処理ステップのための編集フィールド１１また
は容量が満杯になるまで、データを入力するため特に文字を入力するための残りの容量ま
たはスペースに比例する、可能な表示の２つの概略シーケンスを示す図である。
【００２７】
　次に図１ａ）については、カーソル１５が全くの黒い四角形として表わされていること
を想定する。本発明によるアプローチでは、参照符号１ａによって表されているこのよう
な共通のテキスト・カーソルの黒い四角形は、すべての文字がまだ使用可能である、すな
わちデータを入力するための最大容量またはスペースの１００％がまだ使用可能であるこ
とを示している。
【００２８】
　参照符号２ａによって表されているカーソル１５の変更された見た目については、使用
可能な最大フィールドまたは容量の約半分が既に使用されており、したがって容量の約半
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分がまだ使用可能であることを示すために、黒く塗られた部分は約半分に減少し、白い部
分はグラフィカル・カーソル・ボックス要素の半分に拡大している。
【００２９】
　同様に、図１ａ）の参照符号３ａによって表されているカーソル１５の変更された見た
目は、初期の容量の約３０％がまだ使用可能であることを示している。図１ａ）の参照符
号４ａによって表されている黒から白へなどの、グラフィカル要素全体がその見た目を完
全に変更した場合は、テキストを書き込むために、これ以上の文字を使用できない。
【００３０】
　その結果、図２のテキスト・カーソル１５などのグラフィック要素の黒い部分のパーセ
ンテージは、残りの文字数または量に比例し、図１ａ）に表されているグラフィック要素
の白い部分のパーセンテージは、既に使用したスペースまたは容量の数または量に比例す
る。
【００３１】
　しかし、他の形状のカーソルも使用できることを付け加えておく。さらに、使用可能な
スペースおよび／または既に使用したスペースに対して関数従属して見た目を変更してい
る別個のグラフィック要素も、編集フィールド１１のディスプレイに統合できる。したが
って、使用可能なエントリ・スペースまたは容量をグラフィカルに示すためにカーソル自
体を使用する必要はない。
【００３２】
　たとえば、図１ｂ）は、使用した容量に比例して増大する一種のピラーの同様のシーケ
ンスを表す図である。
【００３３】
　ＧＳＭ標準によりＳＭＳメッセージが制限される上述した１６０文字に基づき、たとえ
ば、それぞれ４０行および４列を使用してピラー全体を１６０の部分に細分することによ
り、このことが達成される。したがって、それぞれの部分が、０，６２５パーセントの容
量を表し、入力されたそれぞれの文字についてはこれらの部分の１つが、アプリケーショ
ンに特化したカラーまたはユーザ・ベースで選択されたカラーで塗りつぶされる。
【００３４】
　したがって、グラフィックのピラー状のエレメントの１６０の部分のうちの３つが、図
１ｂ）の参照符号１ｂによって概略的に示されているように、既に塗りつぶされている場
合は、使用可能な全容量の約１，８７５パーセントが既に使用されている。その結果、参
照符号２ｂによって概略的に表されているグラフィカル要素の見た目は、ほぼ半分まで塗
りつぶされ、したがって、容量の約半分は使用されており、容量の約半分はまだ使用可能
である。データまたは文字をさらに入力することにより、グラフィック要素の見た目は、
参照符号３ｂによって表されている容量の約３／４が使用されていることを示す状態を介
して、全スペースまたは容量が使用されていることを示す参照符号４ｂによって表されて
いる見た目へと変更する。
【００３５】
　しかし、グラフィカル表示については、実質的にどのような種類のグラフィカル要素も
使用できるので、本発明の範囲は、グラフィック要素のためのテキスト・カーソルの使用
に限定されるものではない。本発明によるアプローチを実践するために、電子デバイスの
ユーザがビジュアル・グラフィカル表示のためにそれらの間から好ましい１つを選択でき
る複数のエレメントまたは記号を電子デバイスに用いることを提案する。さらに、本発明
によるアプローチは、対応する設計されたソフトウェアのインプリメンテーションによっ
てサポートされるかまたは全面的に提供されることが好ましい。
【００３６】
　さらに、特に各電子デバイスの特定の機器については、たとえば使用可能な容量に応じ
て特定のカラー範囲を使うなど、カラーを変更することにより、グラフィック表示を実現
かつ／またはサポートできる。代替形態としてまたは追加として、エレメントを点滅させ
ることにより、好ましくは点滅頻度を変更することにより使用したスペースまたは容量を
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示すことによりグラフィック表示をサポートできる。別の可能性として、グラフィック表
示を音響信号によりさらにサポートできる。
【符号の説明】
【００３７】
　１１　編集フィールド
　１２　キーボード、キーパッド
　１３　マイクロホン
　１４　選択キー
　１５　テキスト・カーソル

【図１】 【図２】
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